
VOL.32 S-5  CHEMOTHERAPY  145

呼吸器感染症に対するMT-141の 使用経験

林 泉 ・阿 部 達 也

いわき市立総合磐城共立病院呼吸器科

呼吸器感染症 に対す るMT-141の 治療成績 を報告す る。

対象は25歳 か ら77歳 までの成人男女 で,肺 炎4例,慢 性気管支炎 の急性増 悪7例,肺 炎 と自然

気胸,肺 炎 と膿胸の合併各1例,感 染性 の汎細気管支炎1例 である。臨床効果は著効1例,有 効13

例で100%の 有効率を示 し,細 菌学的効果 と して89%(8/9)の 除菌率を示 した。副作用は認め られ

なか った。

MT-141は 明 治 製 菓 が 開 発 した セ フ ァ マ イ シ ン系 抗 生

物質 であ る。 そ の 化 学 構 造 はFig.1に 示 す とお りで,7

位側鎖 に ア ミノ酸残 基 と メ トキ シ基 を 有 す る。 他 の セ フ

ァマイ シ ン系 抗 生剤 と同様 に広 範 な抗 菌 ス ペ ク トル を示

し,抗 菌 力 に お い て は大 差 が な い が,次 の よ うな特 徴 を

有 す る1)。

Fig.1 Chemical structure of MT-141

1.グ ラム陰性菌,お よび嫌気性菌 に対 し強 い抗菌力

を示すが,グ ラム陽性菌 と緑膿菌 にはや や弱 い。

2.In vitroに お け る抗菌力か ら予想 され る よりも

in vivoで の効果が大 きい。 この理由 と して病巣へ の移

行度の良さと短時間接触 での強力な殺菌作用が推定 され

ている。

3.定 常期の菌 に作 用するこ とが予想 され,慢 性気管

支炎に対す る有用性 が期待 される。

これ らの特徴 につ いて,呼 吸器感 染症 に実際 に使用 し

てその安全 性,有 用性,お よび臨床効果 とともに検 討 し

た。

I.材 料 と 方 法

1.対 象

25歳 か ら77歳 までの成人男性6例,女 性8例 で,肺

炎4例,慢 性 気管支炎 の 急性増悪7例,肺 炎 と 自然気

胸,肺 炎 と膿胸 の合併各1例,感 染性 の汎細気 管支炎1

例である。

基礎疾患を有す るものは12例 あ り,気 管支拡張症6

例,慢 性肺気腫4例,中 葉症候群1例,気 管支喘息1例

である。

2.投 与方 法,投 与量,お よび投与期間

MT-141 19を5%グ ル コース250mlに 溶解 し,60

分で1日2回 点滴静注 した。11日,12日,21日 間投与

が1例 ず つあるが,他 の11例 は14日 間投 与を行 な っ

た。

3.効 果判定基準

臨床症状,細 菌学的効果,お よび他の臨床検査成績 の

推移を考慮 して,下 記の基準に基づ いて判定 した。

著効:3日 以内に臨床症状の消失 と臨床検査成績の改

善を認め,か つ7日 以内に起炎菌の消失を認めた もの。

有効:7日 以内に臨床症状 の消失 と臨床 検査成 績の改

善傾 向を認め,7日 以内に起炎菌 の消失 を認 めた もの。

やや有 効:細 菌学的効果 を認 めるが臨床症状 の改善 に

7日 以上 を要 したもの,ま たは細菌学的効果 がな くとも

7日 以 内に臨床症状の改善が認め られ たもの。

無効:臨 床症状 と臨床検査成績の改善が7日 以後 にも

全 く認め られなか った もの。 または悪化 した もの。

II.成 績

1.細 菌学的効果

投 薬前に分離 された喀疾 由来菌 の うち起炎菌 と推定 さ

れ るものは9株 あ り,H.influenzae 3株,K.Pneumo-

niae 2株,P.aeruginosa 2株,P.maltophilia 1株,

Branhamella 1株 であった。P.aeruginosaの1株 は残

存 し,K.pneumoniaeの1株 はE.aerogenesに 菌 交代

したが他は消失 した。

2.臨 床効果(Table 1)

14例 中著効1例,有 効13例 で有効率100%で あ った。

3.副 作用,お よび臨床検査値異常(Table 2)

14例 とも副作用は発現せず,臨 床検査値 に軽 度のGPT

上昇 をみた他は異常を きた さなか った。

4.症 例

以下 に代表的 な症例 につ き簡 単に示す。

症例7 62歳,女(Fig.2)。

昭和56年6月 か ら慢性気管支炎 と中葉症候群の診断
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Table 1 Clinical results of MT-141 on respiratory tract infection

N. F.:Normal flora 
C. P. E.:Chronic pulmonary emphysema 

Fig. 2 Case 7, N. F., 62 y. o., F., Pneumonia 

(Chr. bronchitis, Middle lobe synd.)
Fig. 3 Case 8, T. Y., 67 y. o., M., Pneumonia 

(C. P. E., Chr. bronchitis)



VOL.32 S-5
 CHEMOTHERAPY  147

Table 2 Laboratory findings in patients before and after administration of MT-141

(Before/After)

で外来通院中であった。昭和57年12月9日 か ら感冒様

症状が出現 し,血 疾 を伴 った。12月13日,血 痰 が増加

し,発 熱 も出現 したため 当科外来 を受診 し,肺 炎 の診断

で入院 となった。入院後,止 血剤 の投与 ととも にMT-

141の1日2gの 点滴静注が開始 され た。投与 開始 後2

日目には体温 は平熱 にもど り,血 疾 は消失 した。3日 目

には胸部X線 写真上,中 葉 の肺炎 の陰影 は消失 し,7日

目にCRPは 陰性化 した。末梢血 におけ る白血球 数は投

与前,投 与 後 とも正常値 の範囲 にあった。喀痰 中か らは

投与前後を通 して非病原性 のNeisseriaだ け しか同定 さ

れず,細 菌学的効果 は不 明であったが,臨 床 効果か ら総

合効果 として著効 と判定 した。

症例8 67歳,男(Fig.3)。

昭和56年 か ら慢性肺気腫にて外来で管理中であ った。

昭和57年12月20日 か ら感 冒様症状が出現。 次第に咳,

痰,お よび呼 吸困難 が増悪 し,発 熱 も伴ったため12月

25日 に 当科外 来受 診 し,肺 炎の診断で入院 とな った。

入院後,MT-141,1日2gの 点滴静注が開始 され た。

投与 後2日 目で平熱 とな り,胸 部X線 写真上,右 下肺 野

の陰影 も軽快 した。 さらに,投 与後10日 目までに咳嗽,

喀痰,呼 吸困難 および胸部 ラ音 の軽快 を認 め,CRPも

陰性化 した。 また,16日 目に末梢血 の白血球 数も正常 値

に復 した。入院時 に喀痰 か ら分離 され たH.influenzae

も投与後10日 目に消失 し,臨 床効果 を考 え合わせて総

合効果 は有効 と判定 した。
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III.考 察

本剤の抗菌 スペ ク トル の特徴 は,グ ラム陰性菌 と嫌気

性菌に強 く,グ ラム陽性菌 と緑膿菌 にや や弱 いこ とであ

る。今回検討 した症例において,喀 痰 中か ら分離 同定 さ

れ た菌に対す る本剤の細菌学的効果をみる と,H.influ-

enzae,P.maltophilia,お よびBranhamellaは すべ て

除菌 され たが,K.pneumoniaeが 検 出 され た1例 では

E.aerogenesへ の菌 交代現象を起 こし,P.aeruginosa

が検 出され た2例 では,そ の1例 で除菌 され,他 の1例

では除菌 され なか った。 これ らの結果は前述 した本剤 の

抗菌スペ ク トル の特徴 によ く合致 している。 し た が っ

て,本 剤の もうひ とつ の特徴 であるin vivoに おける効

果の増強は確認 できなか った。

本剤が定常期の菌に作用する ことか ら予想され る慢性

気管支炎への有効性は,そ の有効率が100%で あ ったこ

とか ら裏付け られた。 しか し,6例 の肺炎 に対 しても臨

床効果はすべて有効以上であ ったので,慢 性気管支炎に

対す る特異性は 明らかではなか った。

副作用の現われた症例が皆無であ った ことを考え合わ

せ ると,本 剤は グラム陰性菌に よる慢性気管支炎の急性

増悪 に対 して第一選択剤 と しうる抗生剤であ る とい え

る。
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The clinical examinations of MT-141 on respiratory tract infections such as pneumonia, acute
exacerbation of chronic bronchitis, and diffuse panbronchiolitis were performed. MT-141 gave excel-
lent or good results in all the fourteen cases, indicating the effective rate of 100%. The agent
eliminated 8 out of 9 strains of clinical isolates, which were gram negative bacilli.

No side effects were observed.


